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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

（
チ
ョ
イ
ソ
コ
・
ま
つ
か
わ
）

町
内
を
走
る
！ 

走
る
！

 

自
宅
か
ら
自
宅
ま
で
が
可
能 

　

令
和
５
年
４
月
３
日
か
ら
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
・
ま
つ
か
わ
」
が
町
内
を
走
っ
て

い
ま
す
。
鮮
や
か
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両

は
、遠
く
か
ら
で
も
目
に
つ
き
ま
す
ね
。

車
が
無
け
れ
ば
暮
ら
せ
な
い
当
地
方
に

と
っ
て
は
、
免
許
返
納
な
ど
で
運
転
が

で
き
な
い
高
齢
者
の
足
の
確
保
は
、
切

実
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
町
と
公
共
交
通
対
策
協
議

会
で
は
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
の

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
、「
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
導
入
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

停
留
所
ま
で
歩
く
の
が
大
変
だ
っ
た

り
、
荷
物
を
持
っ
て
家
ま
で
帰
る
の
が

負
担
だ
っ
た
福
祉
バ
ス
の
短
所
が
、
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

 

町
内
業
者
に
委
託 

　

こ
れ
ま
で
、
福
祉
バ
ス
の
運
行
を
担

当
し
て
い
た
伊
那
バ
ス
と
マ
ル
モ
タ
ク

シ
ー
に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
利
用
者
登
録
が
必
要 

 
料
金
は
１
回
５
０
０
円 

　

利
用
の
予
約
は
、
当
日
１
時
間
前
ま

で
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
ま
す
。

 

利
用
状
況
は
？ 

・
会
員
登
録
者
数
…
５
２
５
人

・
１
日
平
均
利
用
者
数
…
₁₄
・
２
人

・
利
用
の
多
い
目
的
地
…

　

日
赤
病
院
、
米
山
歯
科
医
院
、
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
、
伊
那
大

島
駅
、
中
塚
医
院

　
　

⋮
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
利
用
者
年
代
…

　

₈₀
歳
代
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
が
₉₀

歳
代
で
す
。

特　
集

利
用
者
の
声
は
？

・
自
宅
か
ら
自
宅
へ
タ
ク
シ
ー
よ
り

安
く
乗
せ
て
も
ら
え
て
、
あ
り
が

た
い
。

・
電
話
を
掛
け
る
の
が
面
倒
。

・
現
金
の
や
り
取
り
が
、
面
倒
に
感

じ
る
。

・
町
外
の
通
院
や
買
い
物
に
も
使
い

た
い
。

・
帰
り
の
予
約
が
、
煩
わ
し
い
。

・
運
賃
が
高
い
。

・
行
き
た
い
所
に
停
留
所
が
無
い
。

・
ウ
ェ
ブ
画
面
が
、分
か
り
ず
ら
い
。

★
議
会
の
視
点

　

利
用
者
の
声
を
反
映
し
、
き
め
細
か

い
対
応
が
必
要
だ
と
思
う
。

【委託業者に伝達】 【チョイソコ停留所】

⬅利用者登録は
　こちらから
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午
後
１
時
か
ら
本
会
議

が
開
催
さ
れ
新
議
員
が
加

わ
っ
た
た
め
の
議
席
の
指

定
が
行
わ
れ
、
会
期
の
決

定
の
後
、
北
沢
町
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。「
町

を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
、

良
い
町
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
多
く
の
声
に
押
さ

れ
て
決
断
し
た
。
今
こ
の

場
に
立
っ
て
い
る
こ
の
思

い
を
胸
に
、
議
会
の
皆
さ

ん
と
建
設
的
な
議
論
を
重

ね
、
丁
寧
な
説
明
を
心
掛

け
な
が
ら
よ
り
良
い
方
向

を
目
指
し
た
い
。」
と
述

べ
た
。

 

専
決
処
分
事
項
の
承
認 

　

専
決
処
分
と
し
て
「
松

川
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
」「
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
」「
令
和
５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
一
回
）」

に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

 

報
告
事
項 

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

北
沢
町
長
初
の
議
会
で
決
意
を
表
明

ー
町
の
た
め
４
年
間
全
力
で
駆
け
回
っ
て
い
き
た
い

令和5年　第2回臨時会
異例 副町長に現職議員が選任される！

（専決第１号）令和5年度一般会計補正予算（第１回）
58億5,000万円(補正前)＋843万6,000円(補正額)

＝58億5,843万6,000円

　5月１２日に開会された臨時会では条例の一部改正、補正予算の専決処分の承認、繰越明
許費計算書の報告、副町長の選任、教育委員会委員の任命などが行われた。副町長に現職
議員を登用することには異論の声が続出した。

歳　入 （単位：千円）

項　目 補正前の額 補正額 金　額
国庫補助金 389,943 8,436 398,379
歳 入 合 計 5,850,000 8,436 5,858,436

歳　出 （単位：千円）

項　目 補正前の額 補正額 金　額
民 生 費 1,663,393 8,437 1,671,830
予 備 費 61,816 △1 61,815
歳 出 合 計 5,850,000 8,436 5,858,436

 

副
町
長
に
黒
澤
議
員 

　

副
町
長
に
現
職
議
員
黒

澤
哲
郎
氏
を
選
任
す
る
人

事
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

７
反
対
５
の
賛
成
多
数
で

同
意
さ
れ
た
。

 

反
対
討
論 

　

補
欠
選
挙
で
よ
う
や
く

欠
員
が
な
く
な
っ
た
議
会

か
ら
副
町
長
を
選
任
す
る

こ
と
は
、
議
会
軽
視
と
し

か
思
え
な
い
。

（
米
山
郁
、
松
井
議
員
）

 

賛
成
討
論 

　現
職
議
員
か
ら
の
一
本

釣
り
と
は
ど
う
か
と
思
う

が
、
人
物
と
し
て
は
申
し

分
な
い
。
町
長
の
片
腕
を

選
ぶ
の
は
町
長
に
任
命
権

が
あ
り
問
題
で
は
な
い

が
、
結
果
と
し
て
議
員
が

一
人
欠
け
た
こ
と
の
町
長

の
責
任
は
大
き
い
。

（
森
谷
、
加
賀
田
、

米
山
俊
議
員
）

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
、
令
和
４
年
度
水
道
事

業
会
計
会
計
予
算
繰
越
計

算
書
、
令
和
４
年
度
下
水

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計

算
書
の
報
告
が
あ
っ
た
。

 

教
育
委
員
の
任
命 

　

松
川
町
教
育
委
員
会
委

員
に
上
片
桐
在
住

矢
澤  

満 

氏 （
63
歳
）

の
任
命
に
同
意
し
た
。

第2回臨時会
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令和5年　６月定例会
令和５年度　第２回・第３回補正予算案可決！

商工観光に多額の補正‥‥一般会計
　令和５年第２回６月定例会は６月13日から29日まで開催され、令和５年度一般会計補正
予算（第２回・第3回）などを、総括質疑と各委員会の審査を経て、最終日までに可決した。

項　　目 補正前の金額 補正額 補正後の金額
一 般 会 計 補 正 予 算（第２回） ₅₈億₅，₈₄₃万円 ₅億₃，₀₈₀万円 ₆₃億₈，₉₂₄万円
一 般 会 計 補 正 予 算（第３回） ₆₃億₈，₉₂₄万円 ₈₂₄万円 ₆₃億₉，₇₄₈万円
介護保険事業特別会計（第１回） ₁₃億₉，₀₅₆万円 補正収支計₀円 ₁₃億₉，₀₅₆万円
信 州 ま つ か わ 温 泉
清 流 苑 事 業 会 計（第１回） 資本的支出₁₀₀万円 ₂，₀₀₀万円 ₂，₁₀₀万円

水 道 事 業 会 計（第１回） 資本的支出₁億₉，₀₃₉万円 ₇₀₉万円 ₁億₉，₇₄₉万円

下 水 道 事 業 会 計（第１回） 事業費用₅億₅，₆₄₆万円
資本的支出₅億₂，₄₉₇万円

₇₀₃万円
₁，₀₇₂万円

₅億₆，₃₅₀万円
₅億₃，₅₆₉万円

女
性
模
擬
議
会

1₈
万
６
千
円

女
性
が
町
政
へ
意
見
を
届
け
る
場
を
作

り
ま
す
。

商
工
業
振
興
費

３
千
３
４
５
万
円

新
井
商
店
街
の
活
性
化
対
策
な
ど
。

清
流
苑
大
規
模
改
修
設
計
委
託
料

２
千
万
円

清
流
苑
を
大
規
模
改
修
す
る
た
め
の
設

計
委
託
料
。

　
お
よ
り
て
の
森
関
連
事
業

１
千
５
４
２
万
円

お
よ
り
て
の
森
一
帯
を
森
林
公
園
と
す

る
も
の
。

　
お
よ
り
て
の
森
関
連
事
業

　
お
よ
り
て
の
森
関
連
事
業

主な
補正内容
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質
問　
こ
の
事
業
は
役
場

の
職
員
が
訪
問
す
る
の
か
、

ま
た
は
委
託
す
る
の
か
。

（
塩
沢
議
員
）

答
弁　
子
育
て
に
不
安
の

あ
る
世
帯
へ
専
門
の
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
す
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
も

対
応
す
る
。

　

費
用
は
、
国
２
分
の
１
、

県
と
町
で
４
分
の
１
を
負

担
す
る
。

質
問　
学
校
関
係
で
、
電

子
黒
板
の
購
入
が
さ
れ
る

が
、
台
数
や
用
途
を
知
り

た
い
。	

（
川
瀬
議
員
）

答
弁　
中
央
小
11
台
、
北

小
2
台
、
中
学
校
9
台
の

子
育
て
支
援
訪
問

支
援
事
業
と
は
？

電
子
黒
板
購
入
と

は
？

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
改
修
、

今
必
要
な
の
か
？

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

ど
の
よ
う
に
？

請
願
陳
情
の
審
査

人
事
承
認

質
問　
大
規
模
な
改
修
の

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
米
山
義
議
員
）

答
弁　
改
修
を
し
て
客
を

呼
び
込
み
た
い
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
受
け
入

質
問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は

民
間
を
使
う
の
か
、
教
員

の
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
使
う
の
か

を
聞
き
た
い
。

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　
現
在
は
中
学
校
1

名
、
小
学
校
１
名
い
る
が
、

教
員
Ｏ
Ｂ
の
方
は
教
え
方

に
は
長
け
て
い
る
が
機
器

に
弱
い
面
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
今
回
の
補
正
で
は
、

機
器
に
強
い
支
援
員
を
、

も
う
1
名
雇
用
し
、
計
3

名
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
５
年
度

国
保
税
…
今
年
も
引
き
上
げ

　
　
医
療
分
の
平
等
割
…
１
２
０
０
円
…
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
均
等
割
…
１
０
０
０
円
…
引
き
上
げ

松
川
町
議
会
！

『
イ
ク
ボ
ス
・
温
か
ボ
ス
宣
言
』

を
決
議
！

　

約
半
数
の
世
帯
が
該
当
す
る
平
等
割
、
均
等
割
軽
減

に
対
す
る
所
得
制
限
基
準
が
、
若
干
引
き
上
げ
ら
れ
た
。 　

育
児
介
護
な
ど
に
つ
い
て
、
男
女
関
係
な
く
担
え
る

社
会
を
目
指
し
て
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
が
率
先

し
て
行
動
す
る
よ
う
宣
言
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

補
正
予
算
総
括
質
疑

　

議
会
が
こ
の
よ
う
な
宣
言
を
し
た
の
は
、
長
野
県
で

は
箕
輪
町
に
続
き
、
２
例
目
。

①
「
へ
き
地
教
育
振
興
法

に
鑑
み
、
へ
き
地
手
当

支
給
率
を
近
隣
県
並
み

の
水
準
に
戻
す
こ
と
」

を
長
野
県
知
事
に
求
め

る
請
願
は
、
全
員
賛
成

で
採
択
し
た
。

②
「
さ
ら
な
る
少
人
数
学

級
推
進
と
教
育
予
算
の

増
額
」・「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
・
拡
充
」
を
求
め
る

請
願
は
、
全
員
賛
成
で

採
択
し
た
。

③
町
立
保
育
園
の
未
満
児

保
育
受
け
入
れ
基
準
の

見
直
し
を
求
め
る
請
願

は
賛
成
6
、
反
対
5
で

採
択
し
た
。

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　

坂
本 

勇
治	

氏

固
定
資
産
評
価
委
員

　
　
　

黒
澤 

哲
郎	

氏

購
入
で
、
理
科
室
な
ど
の

特
別
教
室
用
に
購
入
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
教
室

に
設
置
さ
れ
る
。

れ
拡
大
と
安
全
性
向
上
の

た
め
の
改
修
を
お
こ
な
う
。

宣言は県下2例目
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答　弁質問・意見

６月１９日（月）に総務産業建設常任委員会、６月 ２１日（水）社会文教常任委員会を行い、それぞれ
付託された議案について審議した。委員会判断に て現地調査も実施した。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 と審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関。

①財源の確保が最重要であり、採用できれ
ば活用していきたい。

　その後の人材活用についてはビジョン
を明確に示しながら進めていきたい。

②虫・動物の観察、星空観測や大の字広場
でのイベントが目的。約₁，₀₀₀ｍの間を
₂₀ｍ間隔で足元を照らすLED灯を設置。

　点灯は４月～₁₁月の₁₈時～₂₁時を予定。
　森林アドバイザーの理解を得ているが

今後もしっかりと対応していきたい。

③あと利用について、周辺エリアを含め専
門家を入れて基本計画を策定したいと
の意向があった。計画策定の補正予算と
いうことでご理解いただきたい。

④当初予算には必要最低限の額で計上し
た。要望額は₉₀₀万だったので復活計上
をした。デジタル田園都市構想に事業計
画を上げているので、内示が出た段階で
財源補正をおこなう。

集落支援員の活用ついて
①支援員設置の費用として５人分₂，₂₂₅万

円が特別交付税増として計上されてい
る。便利な制度だが明確なビジョンを示
すべき。

およりての森遊歩道照明整備事業について
②工事の具体的な内容、街灯の点灯時間、

自然環境への配慮は。

旧松川青年の家施設あと利用基本計画につ
いて
③外部コンサルタントへの委託料として

₁₀₅万円計上されているが、コンペで決
定した事業者が払うべきでは。

観光地域づくりマーケティングについて
④委託料として当初予算で₂₀₀万円、今回

₇₀₀万の増額となっている。今年度から
町の単独財源となっているがなぜか。

審査を付託された議案　令和5年度
①一般会計補正予算（第２回）
②水道事業特別会計補正予算（第１回）
③下水道事業特別会計補正予算（第１回）

調査・研究
　道路概略設計を計画している町道
御鍬原線、道路測量・詳細設計を計
画している町道大草線の２路線につ
いて調査を実施した。

 付託をされた令和５
年度一般会計補正予算、
水道事業特別会計補正
予算、下水道事業特別
会計補正予算について
は全員賛成。付託を受
けた議案は委員会とし
て原案通り認めること
が妥当と決した。

総務産業建設常任委員会は、総務課・まちづくり政策
課・産業観光課・リニア対策課・建設水道課・議会事
務局の分野を担当している。

総務産業建設
常任委員会

町道御鍬原線の改良説明を
町側から受ける
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答　弁質問・意見

６月１９日（月）に総務産業建設常任委員会、６月 ２１日（水）社会文教常任委員会を行い、それぞれ
付託された議案について審議した。委員会判断に て現地調査も実施した。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 と審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関。

①町独自の追加支援はないが、若者定住住宅取
得祝金制度と合わせて使って頂きたい。

②子どもたちが利用するスペースに設置してき
た。今回はエアコンがついていない調理室に
設置する。

③家事・育児などに対して不安や負担を抱える
子育て家庭、妊産婦、ヤングケアラーのいる
家庭を対象にヘルパーを派遣、家事負担の軽
減や相談を受ける。委託先は社協を予定。

④通所の人数と通所日数を市町村で割って案分
計算する。令和３年度実績は全体の通所人数
₃₆人で松川町が５人、通所日数は₅，₅₃₁日で松
川町は₅₃₂日である。

⑤金額は県から示された昨年度の実績に基づき
計算したもの。５月からが対象となり、接種
回数実績により、町から該当する医療機関に
支払いしていく。

①結婚新生活支援事業₁₈₀万円は国の
支援事業であるが、町独自の追加
支援はあるのか。

②名子児童館のエアコンは、今迄に
何台か設置されている。今回の設
置場所は。

③新規事業である子育て世帯訪問支
援事業委託の内容と委託先は。

④療育センターひまわりに対しての
交付金は利用人数割で負担をする
のか、それとも町の人口規模で負
担をするのか。現状の利用人数は。

⑤新型コロナウイルスワクチン接種
事業で、長野県が行っていた個別
接種協力金の支払い業務が町へ移
行されるとのことである。₆₇₀万円
は１年分の計上か。

社会文教常任委員会は、住民税務課・保健福祉課・教
育委員会（こども課・生涯学習課・図書館資料館）・会
計室の分野を担当している。

調査・研究
　中央小学校５年生の英語と社会科の授業を見学した。
久しぶりの授業風景はタブレットを使いこなした新しい
授業「※アクティブ・ラーニング」であると実感した。

社会文教
常任委員会

審査を付託された議案　令和５年度
一般会計補正予算（第２回）
介護保険事業特別会計補正予算（第１回）

　付託された議案は、一般会計補正予算と特別会計補正予算は全員賛成
で、委員会として原案通り認めることが妥当と決した。
請願２　「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの

水準に戻すこと」を長野県知事に求める請願。
請願３　「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫

負担制度の堅持・拡充」を求める請願。
　　　　請願２・３については全員賛成で採択すべきものとした。
請願４　「町立保育園の未満児保育受け入れ基準の見直しを求める請願」

については反対３、一部採択２で不採択とすべきものとした。

※
生
徒
が
能
動
的
に
考
え
学
習
す
る
教
育
法

タブレットは楽々操作
たのしい授業
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議　　決　　結　　果

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名

星
野
光
洋

塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

黒
澤
哲
朗

大
蔵　

洋

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結　

果
内　　　容

選任 副町長の選任について 〇 ● 〇 〇 ● 〇 退
席● 〇 〇 〇 ● ● 可決 松川町在住 ： 黒澤 哲郎氏

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名

星
野
光
洋

塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵　

洋

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結　

果
内　　　容

条例 松川町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決 国民健康保険税率の改定によるもの。

補正予算 令和５年度松川町信州まつかわ温泉清流苑事
業会計補正予算（第1回）について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決 資本的収入　2,000万円

資本的支出　2,100万円

請願 町立保育園の未満児保育受け入れ基準の見直
しを求める請願 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 欠 ● ● ● 採択 松川町在住：小澤 希枝子氏

発議 イクボス・温かボス宣言に関する決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇 〇 〇 決議 提出者：米山 郁子議員

令和５年　第２回臨時会議決結果
●全員一致で議決されたもの

件　　　　名 結果 内　　　容

承認 松川町税条例の一部を改正する条例の制定
国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 賛成 地方税法等の一部を改正する法律の施行によるもの。

承認 令和５年度一般会計補正予算（第１回） 賛成 843万円を追加し、58億5,843万円とする。

選任 松川町教育委員会委員の任命について 同意 松川町在住：矢澤 満氏

令和５年　第２回定例会議決結果
●全員一致で議決されたもの

件　　　　名 結果 内　　　容

条例 松川町税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 地方税法等の一部を改正する法律の施行によるもの。

令
和
５
年
度
補
正
予
算

一般会計補正予算（第2回）について 可決 5億3,080万円を追加し、63億8,924万円とする。

介護保険事業特別会計補正予算（第１回）について 可決 一般会計予算内の予備費を充当し、歳出額13億9,055万円

水道事業会計補正予算（第１回）について 可決 資本的収入　8,580万円　資本的支出　5,628万円

下水道事業会計補正予算（第１回）について 可決 収益的収入　5億5,996万円　収益的支出　5億6,350万円
資本的収入　3億1,945万円　資本的支出　5億3,569万円

一般会計補正予算（第３回）について 可決 824万円を追加し、63億9,748万円とする。

締結 辺地に係る整備計画の変更について 可決 当該辺地地域を整備すことにより、交流人口の増加や観光販
売の促進による産業振興など、地域の活性化を図るもの。

選任
監査委員の選任について 同意 議員選出監査委員：坂本 勇治議員

松川町固定資産評価員の選任について 同意 副町長：黒澤 哲郎氏

請願 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に
戻すこと」を長野県知事に求める請願 採択 松川町教職員組合　代表者：今井 正広氏

請願 「さらなる少人数学校推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制
度の堅持・拡充」を求める請願 採択 松川町教職員組合　代表者：今井　正広氏

４月～６月　　主な議会日程

4月３日（月）広報部会 6月１日（木）総務産業建設委員会
　　５日（水）広報部会 　　５日（月）社会文教委員会、議会改革推進会議
　　10日（月）議会改革推進会議 　　6日（火）議会全員協議会、議員協議会
　　14日（金）議会全員協議会、議員協議会 　　8日（木）広聴部会、議会運営委員会
５月１日（月）議会運営委員会 　　13日（火）議会全員協議会、第2回定例会閉会・総括質疑
　　9日（火）議会全員協議会、議会運営委員会 　　19日（月）総務産業建設常任委員会
　　10日（水）議会改革推進会議 　　21日（水）社会文教常任委員会
　　12日（金）議会全員協議会、第2回臨時会、議会運営委員会 　　26日（月）第2回定例会一般質問、議会運営委員会
　　25日（木）議会運営委員会 　　28日（水）広報部、議会改革推進会議
　　26日（金）広報部会、議会用タブレット研修会 　　29日（木）議会全員協議会、第2回定例会最終日
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各
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

　
議
会
で
は
議
会
組
織
改
編
に
あ
わ
せ
て
、
行
政
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
こ
こ
数
年
実
施
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
社
会

文
教
常
任
委
員
会
で
は
３
月
末
に
教
育
委
員
会
、
４
月
に
民
生
児
童
委
員
、
結
婚
相
談
委
員
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

16
人
が
６
地
区
で
活
躍

結
婚
相
談
委
員

令
和
５
年
度
教
育
方
針
は

教
育
委
員
会

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で

民
生
児
童
委
員
会

　

結
婚
相
談
委
員
会
で
は

毎
月
定
期
的
に
結
婚
相
談

日
を
設
け
て
い
る
が
、
町

の
状
況
と
し
て
相
談
に
来

る
人
数
も
減
っ
て
き
て
い

る
。「
愛
ね
っ
と
北
部
」

な
ど
婚
活
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
を
利
用
す
る
方
が

増
え
て
き
て
い
る
。
男
女

で
は
求
め
る
条
件
が
一
致

し
な
い
た
め
結
婚
に
至
ら

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

他
町
村
で
は
結
婚
相
談

委
員
数
は
多
く
て
８
人
程

度
で
松
川
町
の
よ
う
に
16

人
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

限
ら
れ
た
予
算
で
は
出
会

い
の
場
を
設
け
る
事
業
も

　

初
め
に
子
ど
も
達
の
状

況
と
し
て
、
特
別
な
教
育

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。
小
中
学
校
の
児
童

数
は
昨
年
よ
り
14
人
増
で

あ
っ
た
が
、
令
和
６
年
で

は
60
人
減
の
予
測
で
あ
る

と
の
報
告
を
受
け
た
。
少

子
化
対
策
が
急
が
れ
る
。

　

令
和
５
年
度
は
「
松
川

町
を
誇
り
に
」
を
重
点
指

針
と
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
で
町
や
人
と
の
繋

が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い

た
が
、
も
う
一
度
取
り
戻

す
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で

は
事
前
に
民
生
児
童
委
員

か
ら
30
件
の
質
問
状
が
届

き
、
行
政
と
議
会
が
分
担

し
て
回
答
書
を
作
成
。

松川町結婚相談所登録者数
（令和4年4月末現在）

結婚相談委員数 で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
の

結
婚
相
談
委
員
の
在
り
方

に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。地区 人数

古 町 地 区 1
上新井地区 3
名 子 地 区 3
上大島地区 3
上片桐地区 3
生 田 地 区 3

合計 16

性　別 登録者

男　性 33

女　性 11

合　計 44

る
。
議
員
か
ら
は
登
山
や

ス
キ
ー
な
ど
恵
ま
れ
た
自

　

５
組
に
分
か
れ
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
形
式
で
意
見
交

換
を
お
こ
な
っ
た
。

　

民
生
児
童
委
員
と
議
員

は
地
域
の
状
況
を
共
有
し

情
報
を
お
互
い
に
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
児
童

委
員
と
し
て
の
役
割
部
分

が
薄
い
、
授
業
参
観
な
ど

学
校
の
様
子
を
知
り
た
い

と
の
要
望
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

令
和
５
年
４
月
23
日	

松
川
町
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
た

に
松
川
町
議
会
議
員
と
し

て
星
野
光
洋
議
員
が
加
わ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

担
当
：
総
務
産
業
建
設
常

任
委
員
・
広
報
広
聴
委
員

会
広
報
部
員

松
川
町
議
会
議
員
に

新
た
な
議
員
加
わ
る

然
環
境
を
使
っ
た
体
験
の

実
施
を
要
望
し
た
。

議会の　 うごき

シャボン玉に夢をたくして

星野光洋議員
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効果1 効果３

効果４

効果２

三遠南信の概要

期待される４つの効果

議 会 の う ご き

　三遠南信自動車道は、第四次全国総合開発計画（1987年策定）で提唱された交流ネットワー
ク構想を推進するため、全国的な高速交通体系である高規格幹線道路網に位置づけられた一
般国道の自動車専用道路である。高速交通体系に取り残された地域への高速サービスの提供
と奥三河・北遠州・南信州地域の開発、発展に寄与する道路として期待される。3月22日・
23日に天竜峡パーキングから浜松市へと現在進行中である現状を視察した。

　三遠南信自動車道は、長野県飯田市山本の中央自動車道を起点
として、静岡県浜松市北区引佐町の新東名高速道路までを結ぶ延
長約100kmの高規格幹線道路。
　新東名自動車道と中央自動車道を結ぶ広域ネットワークを構築
するとともに、三遠南信地域の交流促進、連携強化、災害に強い
道路機能の確保、救急医療活動の支援を目的として計画された道
路であり、今後地域に大きな役割を果たすことが期待されている。

　県境付近は高速ICアクセス60分カ
バー圏域に達していない。三遠南信自
動車道の整備により、北遠・奥三河地
域、下伊那地域のIC60分カバー圏の
人口がほぼ100%となり、人口割合が
大幅に増加し、飯田市・浜松市など
の都市間の速達性が向上する。

　三遠南信地域のうち、長野県と
静岡県との県境付近の地域は、高
速道旧上村・旧南信濃村の救急出
動件数は年々増加傾向にあり、そ
の搬送人員の約8割が高齢者であ
る。青崩峠道路の整備により、平
成22年7月豪雨災害時のような通
行止めが発生しても、静岡県側の
病院へのアクセスが確保される。

　国道152号沿線の遠山郷周辺は
多くの観光資源を保有し、観光客
の来訪は年間23万人で近年増加傾
向である。遠山温泉郷の観光客の
約6割は静岡・愛知県からの来訪
者であり、地域活性化に繋がる。

　国道152号の長野県と静岡県境の
区間は通行不能区間となっているた
め、越県するには狭隘で脆弱な市道
を利用する必要がある。また、三遠
南信地域は事前通行規制区間が多く、

広域交流の促進、三遠
南信地域の連携強化

救急医療サービス
の支援

地域活性化の支援

災害に強い地域間
ネットワークの構築

　青崩峠道路が開通することにより、4つの効果があることを改めて知る機会ができた。
長野県側も貫通し開通が待たれる。松川町大鹿線や153号線も拡幅ではなくトンネルや橋を
使った大胆な道路計画が必要である。飯伊での広域的な働きが重要になってくる。今後も
議会として粘り強く要望していく。

災害時に連絡できる道路がない。青崩峠道路の整備
により、狭隘で脆弱な市道を回避することができ、
より災害に強い広域防災ネットワークが構築される。

青崩峠トンネル 有志で三遠南信自動車道を視察

５月26日に貫通した
青崩トンネル

三遠道路8号橋

最新工法を見学
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令和５年度 第１回 下伊那北部総合事務組合議会臨時会

管理者に北沢松川町長、議長に中平氏就任

　

令
和
５
年
５
月
30
日
北
部
議
会
全
員
協
議
会
が
臨
時

会
に
向
け
、
10
時
よ
り
開
か
れ
た
。
挨
拶
に
続
き
、
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
、
協
議
事
項
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を

協
議
し
た
。

・
リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
北
部
街
づ
く
り
構
想
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
火
葬
場
の
運
用
実
積
に
つ
い
て

・
議
会
へ
の
上
程
案
件

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
な
ど
の
死
亡
に
関
わ
る
火

葬
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
報
告
。

　

臨
時
会
は
11
時
よ
り
議

場
で
開
会
さ
れ
、
開
会
議

事
日
程
の
報
告
の
後
、
北

沢
管
理
者
は
あ
い
さ
つ
で
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
の
交
通

網
を
機
軸
に
、
北
部
ま
ち

づ
く
り
構
想
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
押
し
進
め
て
行

き
た
い
と
述
べ
た
。

 

正
副
議
長
選
挙 

　

議
長
に
松
川
町
議
会
議

長
中
平
文
夫
氏
、
副
議
長

に
喬
木
村
議
会
議
長
後
藤

章
人
氏
が
当
選
さ
れ
た
。

 

専
決
処
分
案
件 

　

報
告
第
一
号
「
事
務
組

合
に
関
係
町
村
の
条
例
を

準
用
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
の
専
決
処
分
案
件
が

上
程
さ
れ
全
員
賛
成
で
承

認
さ
れ
た
。

 

監
査
委
員
の
選
出 

　

事
務
組
合
の
監
査
委
員

の
選
任
で
は
大
鹿
村
議
会

議
長
の
河
本
明
代
氏
が
選

出
さ
れ
同
意
し
た
。

　令和5年5月29日（月）エスバードにおいて南信州広域連合議会第1回臨時会が開催され
た。市町村議会編成による委員の変更と付議案件として令和4年度南信州広域連合飯田広
域消防特別会計補正予算（第3号）の専決処分、監査委員の選任についての2件がそれぞれ
承認された。続いて全員協議会が開催され10項目の報告を受けた。

南信州広域連合　議会ニュース

報
告・協
議
事
項

（担当：米山郁子）

（担当：間瀬重男）

⑴
令
和
５
年
度
の
職
員

体
制
に
つ
い
て

⑵
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

に
つ
い
て

⑶
株
式
会
社
南
信
州
観

光
公
社
の
運
営
状
況

⑷
飯
田
創
造
館
閉
館
へ

の
対
応
状
況
に
つ
い

て
⑸
南
信
州
リ
ニ
ア
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

⑹
図
柄
入
り
南
信
州
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
へ

の
対
応
に
つ
い
て

⑺
構
成
市
町
村
の
職
員

共
同
採
用
試
験
に
つ

い
て

⑻
看
護
師
等
確
保
対
策

修
学
資
金
貸
与
事
業

に
つ
い
て

⑼
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

（10）
飯
田
広
域
消
防
本
部

か
ら

　

主
な
内
容
と
し
て
は

飯
田
創
造
館
閉
に
伴
い
、

旧
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
の

一
部
を
提
供
す
る
用
意
が

あ
る
こ
と
、
そ
の
具
体
的

な
検
討
の
た
め
「
長
野
県
、

広
域
連
合
、
創
造
館
利
用

団
体
の
皆
さ
ん
と
の
協
議

の
場
」
を
設
置
す
る
提
案

が
さ
れ
た
。
新
た
な
試
み

と
し
て
今
年
度
は
令
和
６

年
度
の
行
政
保
健
師
採
用

に
向
け
て
６
市
町
村
で
共

同
で
の
採
用
試
験
が
実
施

さ
れ
る
。
ま
た
、
介
護
の

仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
と

介
護
人
材
を
求
め
る
事
業

所
の
確
保
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
た
め
「
介
護
の
し

ご
と
相
談
会
」
が
実
施
さ

れ
た
。

全
員
協
議
会 

臨　
時　
会
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お知らせお知らせ

議会の様子がYouTubeで見られます

　「松川町議会」と検索していただくと過去の本
会議、全員協議会、委員会、各議員の一般質問の
様子を御覧いただけます。ぜひ、検索してみてく
ださい。

　「松川町議会」と検索していただくと過去の本
会議、全員協議会、委員会、各議員の一般質問の
様子を御覧いただけます。ぜひ、検索してみてく
ださい。

　議会では町民の皆様に町政に関心を持っていた
だき意見交換をするために、ラインメンバーを随
時募集しています。どなたでも参加できます。ス
マートフォンのラインを利用します。お気軽にご
連絡ください。

　　議会サポーター応募先アドレス
　　https://onl.tw/3nXkpQH

　議会では町民の皆様に町政に関心を持っていた
だき意見交換をするために、ラインメンバーを随
時募集しています。どなたでも参加できます。ス
マートフォンのラインを利用します。お気軽にご
連絡ください。

　　議会サポーター応募先アドレス
　　https://onl.tw/3nXkpQH

議会サポーターメンバー募集

　登山シーズン到来！松川町のシンボル、烏帽
子岳、小八郎岳の今年の登山の安全を祈願する
開山式が行われました。頂上に登ると伊那谷を
南北に広く見渡すことができます。
　町民の小八郎岳登山が７月29日（土）に行われ
ますので、ぜひご参加を。お問い合わせは松川
町公民館「えみりあ」へどうぞ。

1．坂本勇治（13ページ）
　・町が活性化するためのインフラ

整備をどう考える

2．間瀬重男（14ページ）
　・新町長施政方針を問う
　・新井西線の延伸と町道４号線改

良は

3．米山郁子（15ページ）
　・リニアを見据えた北部まちづく

り構想での松川町の役割は

4．塩沢貴浩（16ページ）
　・公共の場で安心・安全確保に関

する考え方について

5．星野光洋（17ページ）
　・広報の現状と今後の取り組みは

どうか？

6．米山義盛（18ページ）
　・北沢新町政の子育て支援策を問

う

7．加賀田亮（19ページ）
　・目標に掲げた政策の具体的実践

手法を問う

　一般質問は議員が町長などに対し、事
業の執行状況や将来の方針などについて
所信や疑問をただし説明を求めるもので
す。
　６月定例会では７人の議員が質問をし
ました。
　スペースの都合上質問者の責任におい
て質問、答弁を要約して掲載しています。

所信を質す！所信を質す！

議場に導入された大型モニター
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問

答

町の活性化のためのインフラ整備をどう考える

インフラ整備は極めて重要だと考えている

（
問
）　

広
域
農
道
の
松
川

大
橋
南
交
差
点
か
ら
町
道

２
８
４
号
線
交
差
点
ま
で

の
県
道
上
片
桐
停
車
場
線

の
用
地
交
渉
と
道
路
改
良

の
現
状
は
。

（
町
長
）　

リ
ニ
ア
発
生
土

の
運
搬
ル
ー
ト
で
あ
り
、

改
良
の
た
め
の
用
地
交
渉

を
、
リ
ニ
ア
対
策
課
で
実

施
し
て
い
る
。
東
西
を
縦

断
す
る
道
路
の
一
つ
と
し

て
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

事
業
実
現
に
向
け
て
地
権

者
と
の
交
渉
を
進
め
、
さ

ら
に
県
へ
働
き
か
け
て
い

く
。

（
問
）　

町
道
２
８
４
号
線

の
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
下
の
狭
隘

部
分
の
改
修
は
。

（
町
長
）　

こ
の
区
間
の
改

良
は
、
車
両
歩
行
者
の
安

全
か
つ
円
滑
な
通
行
に
は

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

東
西
を
結
ぶ
重
要
な
路
線

で
も
あ
る
。
国
土
交
通
省
、

Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
り
当
箇
所

に
関
す
る
調
査
設
計
に
関

す
る
基
本
協
定
が
締
結
さ

れ
、
協
議
が
始
ま
っ
て
い

る
。
町
も
事
業
実
現
に
向

け
、
国
県
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と

積
極
的
に
協
議
を
し
、
円

滑
に
事
業
が
進
捗
す
る
よ

う
協
力
し
て
い
く
。

（
問
）　

県
道
上
片
桐
停
車

場
線
の
松
川
大
橋
南
交
差

点
か
ら
飯
島
飯
田
線
の
拡

幅
工
事
に
つ
い
て
考
え
は
。

（
町
長
）　

要
望
と
し
て
認

識
は
し
て
い
る
が
主
要
地

方
道
飯
島
飯
田
線
上
片
桐

バ
イ
パ
ス
の
先
線
を
最
優

先
と
し
て
い
る
。

　町の活性化のためには人口減少問題が最優先だ。住みやすい町、住ん
で良かった町、子育てしやすい町、将来に希望が持てる町、そんな町の
理想に繋ぐための一つには、働く場所の確保、安定した収入が必要だ。
インフラ整備に投資し、将来の企業誘致や、住みやすい町を作り、安定
した人口と自主財源の確保に繋いで行くべきだ。

坂本勇治 議員

（
問
）

　住
み
や
す
い
町
づ

く
り
や
企
業
誘
致
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
め

方
は
。

（
町
長
）　

県
道
飯
島
飯
田

線
バ
イ
パ
ス
や
、
国
道

１
５
３
号
線
な
ど
事
業
実

施
に
向
け
、
国
県
と
協
議

を
始
め
て
い
る
、
町
の
政

策
課
題
と
し
て
、
上
位
に

位
置
づ
け
、
担
当
課
だ
け

で
な
く
、
政
策
会
議
の
な

か
で
早
期
に
、
町
の
発
展

に
繋
が
る
土
地
利
用
計
画

案
を
示
し
て
い
く
。

（
問
）　

土
地
開
発
公
社
が

機
能
し
て
い
な
い
、
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
町
内
に
は
有
る
、
公

社
を
活
用
し
た
町
づ
く
り

へ
の
考
え
は
。

（
町
長
）　

人
口
増
対
策
、

企
業
誘
致
な
ど
、
今
後
の

政
策
に
お
け
る
重
要
課
題

の
解
決
の
た
め
、
土
地
開

発
公
社
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
。

民地の確保が課題か

早期改良に期待
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間瀬重男 議員

（
問
）

　全
国
的
流
れ
の
な

か
で
少
子
化
対
策
を
ど
う

す
る
か
。

（
町
長
）　

町
で
は
２
０
１

０
年
か
ら
２
０
２
０
年
の

10
年
間
で
児
童
生
徒
の
数

が
24
・
４
％
減
少
し
て
い

る
。

　

政
策
と
し
て
子
育
て
支

援
や
住
む
場
所
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
。
国
と
し
て

の
対
策
と
し
て
給
食
費
の

無
償
化
や
児
童
手
当
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
が
、

国
の
政
策
を
注
視
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
松
川
町
を
選

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
特

色
あ
る
教
育
を
政
策
と
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）　

少
子
化
対
策
を
考

え
る
に
は
転
出
を
抑
え
転

入
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
人
口
増
対
策

を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る

か
。

（
町
長
）　

人
口
減
少
の
な

か
で
高
校
卒
業
後
に
外
へ

出
て
い
く
20
代
30
代
前
半

の
皆
さ
ん
の
転
出
が
非
常

に
多
い
と
思
う
が
、
外
に

出
た
い
の
は
当
然
で
あ
り

逆
に
外
を
見
て
き
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
特
色

あ
る
教
育
を
身
に
着
け
て

町
へ
戻
っ
て
き
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
き

た
い
。

（
問
）　

企
業
誘
致
も
人
口

増
対
策
と
考
え
る
が
取
り

組
み
は
。

（
町
長
）　

働
く
場
所
確
保

は
公
約
で
あ
り
、
リ
ニ
ア

や
三
遠
南
信
自
動
車
道
開

通
に
よ
る
利
便
性
や
優
れ

た
景
観
、
美
味
し
い
果
物
、

日
照
時
間
の
長
さ
な
ど
を

売
り
物
に
、
工
場
等
設
置

事
業
補
助
金
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

し
て
場
所
の
確
保
を
し
て

い
き
た
い
。

（
問
）　

元
国
土
交
通
省
官

舎
が
11
棟
あ
る
。
移
住
定

住
や
人
口
増
に
活
用
す
べ

き
で
、
即
改
修
で
き
る
物

件
で
あ
る
が
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

平
成
27
年
に
国
か
ら
有

償
譲
渡
さ
れ
５
棟
を
、
29

年
に
改
修
体
験
住
宅
２
棟
、

促
進
住
宅
に
３
棟
、
利
活

（
建
設
水
道
課
長
）　

新
井

西
線
に
つ
い
て
は
宮
坂
交

差
点
の
信
号
付
き
改
良
が

完
成
し
た
が
北
へ
の
延
伸

計
画
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

町
道
市
の
坪
線
に
つ
い
て

平
成
12
年
か

ら
Ｊ
Ｒ
唐
沢

陸
橋
か
ら
２

車
線
化
し
令

和
元
年
度
に

58
号
線
交
差

点
ま
で
改
良

さ
れ
た
。
国

道
ま
で
の
事

業
に
つ
い
て

は
上
新
井
区

や
地
元
滝
ノ

沢
自
治
会
か

問

答

少子化、人口増対策をどうする

この町に戻り住みたくなる教育が必要

　4年余り続いた、新型コロナ感染症による、世界的な生活不安や、社
会経済活動危機は現代社会において、かつてない悲劇に値する歴史的な
出来事であった。それを乗り切ってきた町政運営は、並々ならぬ努力で
あったと敬意を表する次第である。このたび停滞した町政をどうにかし
たいとの思いで町長になられた北沢町長に祝意と期待を表し、施政の一
端を問うものである。

用
し
て
い
る
。
残
り
６
棟

に
つ
い
て
若
い
人
達
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
計
画

を
早
急
に
検
討
し
て
、
移

住
定
住
に
繋
が
る
対
策
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ら
正
式
に
要
望
書
が
出
て

い
る
。
現
在
担
当
課
で
事

業
実
現
に
向
け
て
課
題
を

整
理
し
て
い
る
。
早
急
に

改
良
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

︵
問
︶  

新
井
西
線
と
町
道
市
の
坪
線
の
改
良
計
画
は 

︵
答
︶  

早
急
に
事
業
実
現
に
向
け
努
力
し
て
行
く 

早期完成を期待する市の坪線
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（
問
）　

リ
ニ
ア
駅
や
上
伊

那
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
お

よ
び
重
要
物
流
路
線
の
整

備
と
し
て
、
リ
ニ
ア
駅
を

結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ

い
て
の
お
考
え
は
。

（
町
長
）　

１
５
３
号
線
は

飯
島
町
本
郷
地
区
か
ら
高

森
町
下
市
田
地
区
の
約
18

キ
ロ
区
間
に
つ
い
て
、
令

和
元
年
度
に
関
係
す
る
飯

島
町
、
中
川
村
、
高
森
町

と
共
に
、
期
成
同
盟
会
を

米山郁子 議員

部
の
誘
致
を
推
進
し
て
い

る
。
保
育
園
、
小
中
学
校
、

松
川
高
校
な
ど
で
町
全
体

の
特
色
あ
る
教
育
と
し
て

学
園
化
構
想
を
位
置
付
け

取
り
組
ん
で
い
る
。

（
問
）　

子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
住
民
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
医
療
の
提

供
と
し
て
下
伊
那
赤
十
字

病
院
と
下
伊
那
厚
生
病
院

と
の
連
携
は
。

（
町
長
）　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

に
存
在
す
る
２
つ
の
病
院

は
、
そ
れ
ぞ
れ
不
足
し
て

い
る
医
師
を
派
遣
し
、
補

う
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、

今
後
も
協
力
体
制
は
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
問
）　

新
た
な
働
き
方
、

暮
ら
し
方
を
提
案
し
、
移

住
者
や
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
取
り
組
み
と
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
農
業
従
事
者
の
育
成

が
松
川
町
の
特
色
と
言
え

る
。
農
地
付
き
住
宅
の
提

案
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
対
策

と
し
て
は
、
南
信
州
暮
ら

し
応
援
隊
を
中
心
と
し
て
、

南
信
州
を
一
体
と
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）　

地
域
に
お
け
る
貴

重
な
財
産
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
担
い
手
の

育
成
に
取
り
組
む
こ
と
は
。

（
町
長
）　

町
の
貴
重
な
財

産
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
育
て

る
こ
と
が
、
町
の
持
続
と

発
展
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。
守
り
育
て
て
い
く

の
は
人
で
あ
り
、
町
民
で

あ
る
。
若
い
世
代
に
地
域

の
魅
力
を
伝
え
、
愛
着
を

持
た
せ
る
取
り
組
み
を
し

て
い
く
。

（
教
育
長
）　

松
川
町
の
人

・
も
の
・
こ
と
を
学
び
の

中
心
と
し
、
地
域
の
人
達

や
地
域
の
産
業
と
関
わ
り

を
持
ち
、
総
合
的
な
学
習

の
な
か
で
展
開
し
て
い
く
。

問

答

リニアを見据えた北部まちづくり構想とは

5町村でリニア効果を最大限に生かす

設
立
し
、
国
の
直
轄
事
業

と
し
て
４
車
線
化
に
向
け
、

長
野
県
に
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

（
問
）　

少
子
高
齢
化
社
会

に
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
地

域
で
学
び
、
就
職
で
き
る

た
め
の
高
等
教
育
機
関
な

ど
の
誘
致
に
取
り
組
む
こ

と
と
は
。

（
町
長
）　

南
信
州
広
域
連

合
と
し
て
信
州
大
学
新
学

　令和5年は第5次松川町総合計画（改定版）の最終年度で第6次松川町
総合計画を作成する年度でもある。北沢町政として、北部まちづくり構
想を視野に入れ、町長の公約や方針とリンクさせ、住民が期待できる内
容のある総合計画の作成を期待する。

松川町の特色をどう盛り込むか期待

北部まちづくり構想図
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塩沢貴浩 議員

（
問
）　

清
流
苑
、
む
ら
や

ま
公
園
エ
リ
ア
の
今
後
の

方
向
性
と
町
内
の
公
園
の

維
持
管
理
の
考
え
方
は
。

（
町
長
）　

清
流
苑
エ
リ
ア

は
今
後
も
集
客
が
望
ま
れ

る
。
更
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
町
内
の
公

園
に
関
し
て
は
毎
年
の
遊

具
の
点
検
、
危
険
性
が
あ

れ
ば
そ
の
都
度
、
改
修
・

撤
去
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
森
林
環
境
譲
与
税
も

活
用
し
、
よ
り
安
心
な
運

営
を
心
掛
け
て
い
く
。

（
問
）　

公
園
に
は
綺
麗
な

ト
イ
レ
も
重
要
と
考
え
る
。

（
町
長
）　

ト
イ
レ
新
設
に

は
、
そ
の
後
の
清
掃
な
ど

維
持
管
理
が
必
要
に
な
る
。

必
要
な
場
所
は
検
討
し
て

い
く
が
慎
重
に
進
め
た
い
。

（
問
）　

公
園
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
運
動
公
園
な
ど
安
心

し
て
使
え
る
よ
う
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る

が
。

（
総
務
課
長
）　

上
片
桐
の

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
隣
の

改
善
セ
ン
タ
ー
、
北
小
学

校
、
生
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

隣
の
生
東
会
館
の
な
か
に

設
置
が
し
て
あ
る
。
運
動

公
園
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
ボ
ッ

ク
ス
を
寒
冷
地
仕
様
や
盗

難
の
お
そ
れ
の
た
め
設
置

は
し
て
い
な
い
。
貸
出
用

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
対
応
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

（
問
）　

救
急
救
命
の
啓
蒙
、

講
習
や
周
知
な
ど
も
大
事

に
な
る
が
町
の
対
応
は
。

（
総
務
課
長
）　

先
日
の
消

防
団
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
初
の

訓
練
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

継
続
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
行
事
の

主
催
者
に
は
重
要
性
を
理

解
し
て
も
ら
い
貸
出
用
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
２
台
も
含
め
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。
費
用

対
効
果
も
含
め
、
常
設
も

検
討
し
て
い
く
が
ま
ず
は

し
っ
か
り
と
使
え
る
よ
う

に
し
た
い
。

（
問
）　

公
共
施
設
が
避
難

所
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
、

テ
レ
ビ
の
視
聴
や
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
現
状
は
。

（
総
務
課
長
）　

Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
に
関
し
て
は
、
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
ユ
ー
の
光
化
工
事

を
契
機
に
町
内
16
カ
所
の

指
定
避
難
所
の
整
備
を
行

う
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

る
。
年
間
で
１
６
０
万
円

ほ
ど
の
予
算
が
か
か
る
の

で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

テ
レ
ビ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信

問

答

公共施設の使用を安全・安心に

費用対効果を見極め適切に進める

　公園、グラウンド、運動公園など町の公共施設はたくさんあるが、安全・
安心に使えているのか。また中央公民館などを避難所として使用する際
の現状を質問した。

料
の
関
係
で
引
込
工
事
ま

で
を
行
う
方
向
を
考
え
て

い
る
。

（
問
）　

地
域
活
動
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
は
施
設
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
備
と
各
家
庭
の

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
備
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
ユ
ー
に
割
安
の
プ

ラ
ン
の
提
示
は
可
能
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

現
在
の
加
入
率
は
63
・

７
％
で
、
こ
の
加
入
率
、

利
用
率
の
促
進
も
含
め
協

議
を
進
め
て
い
る
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
・
ユ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を

含
め
、
番
組
の
充
実
を
図

れ
る
よ
う
促
し
て
い
く
。常設か貸し出しか
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（
問
）　

各
世
代
で
情
報
を

受
け
取
る
手
段
が
異
な
る

と
感
じ
る
。
町
民
が
ど
ん

な
手
段
で
情
報
を
得
て
い

る
の
か
を
町
で
は
把
握
し

て
い
る
か
。

（
町
長
）　

広
報
ま
つ
か
わ

は
各
自
治
会
を
通
じ
全
戸

配
布
に
加
え
、
町
内
施
設

な
ど
に
設
置
。
自
治
体

広
報
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ

ロ
」
で
電
子
版
と
し
て
掲

載
も
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
町
の
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
で
運
用
し
、
20
～
60

代
の
方
に
多
く
フ
ォ
ロ
ー

さ
れ
て
い
る
。
現
在
各
世

代
の
情
報
取
得
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
年
代

に
合
わ
せ
た
発
信
方
法
を

年
度
内
に
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）　

新
井
商
店
街
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
つ
な

が
る
商
店
街
」
が
３
月
に

星野光洋 議員

る
体
制
づ
く
り
に
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
問
）　

行
政
か
ら
の
広
報

に
加
え
、
町
民
の
面
白
い

取
り
組
み
な
ど
を
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

と
考
え
る
。
そ
の
情
報
収

集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
）

　

町
の
職
員
一
人
一
人
が

ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
情

報
収
集
、
発
信
に
つ
な
げ

て
い
く
。

（
問
）　

町
外
へ
の
情
報
発

信
も
ま
た
重
要
と
考
え
る
。

メ
デ
ィ
ア
な
ど
へ
の
情
報

発
信
は
現
状
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
）

　

各
メ
デ
ィ
ア
へ
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
と
し
て
毎
週

木
曜
日
の
夕
方
ま
で
に
次

の
行
事
予
定
を
送
っ
て
い

る
。
テ
レ
ビ
局
な
ど
な
か

な
か
取
り
扱
っ
て
い
た
だ

け
な
い
の
が
現
状
。
よ
り

多
く
放
送
、
記
載
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

（
意
見
）　

情
報
発
信
に
は

「
ズ
ク
」
が
必
要
。
ま
た

情
報
自
体
に
「
楽
し
さ
」

や
「
面
白
さ
」
が
伴
う
こ

と
も
大
切
と
考
え
る
。

問

答

広報の現状と今後の取り組みはどうか

既存の広報に加えSNSなども強化していく

開
設
さ
れ
た
。
町
の
現
状

を
踏
ま
え
た
あ
た
ら
し
い

広
報
手
段
は
検
討
し
て
い

る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
）

　

今
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
お
い
て
登
録
を
す

る
と
町
民
個
々
が
要
請
を

待
た
ず
に
必
要
な
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
予
定
。
今
ま
で
得
ら
れ

に
く
い
情
報
発
信
手
段
の

弱
点
を
強
化
し
て
い
く
。

（
問
）　

現
在
、
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
で
広
報
を
担
当

し
て
い
る
方
の
人
数
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
）

　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
の

広
報
担
当
と
し
て
４
人
が

動
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
十
分
に
情
報
収
集
が

で
き
な
い
た
め
、
各
公
民

館
や
各
課
に
広
報
の
編
集

委
員
を
設
け
、
そ
の
担
当

が
情
報
収
集
、
発
信
を
す

　議員として町に携わるなかで知る情報が多くある。町民や町外の方に
それが広く正確に伝わっているか疑問だ。必要な方に伝わってこその情
報と考える。現在の広報の現状と、既存の広報を今後どう強化していく
のか。またあたらしい広報手段を考えているのかを聞いた。

松川町の情報も知れる
アプリ「マチイロ」
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米山義盛 議員

（
問
）　

子
育
て
支
援
を
第

一
に
挙
げ
て
い
る
町
長
の

こ
れ
か
ら
の
戦
略
に
つ
い

て
総
括
的
な
答
弁
を
。

（
町
長
）　

町
の
子
育
て
支

援
事
業
を
近
隣
市
町
村
と

比
較
す
る
な
か
、
松
川
町

が
充
実
し
て
い
る
も
の
と

消
極
的
な
も
の
と
整
理
し
、

年
齢
や
結
婚
、
妊
娠
出
産
、

乳
幼
児
期
、
学
齢
期
ご
と

の
制
度
の
壁
に
と
ら
わ
れ

ず
、
切
れ
目
の
な
い
包
括

的
な
支
援
体
制
の
整
備
を

検
討
し
、
財
源
を
確
保
し

検
討
し
て
い
く
。

（
問
）　

学
校
給
食
無
償
化

に
つ
い
て
、
国
・
県
の
動

き
は
定
か
で
な
い
な
か
、

松
川
町
で
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）　

現
在
で

も
補
助
金
を
出
す
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。
そ
の
補

助
金
に
加
え
、
町
が
補
助

し
て
い
く
か
、
ま
た
町
独

自
で
国
に
先
行
し
て
取
り

か
か
る
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

（
問
）　

町
独
自
の
高
等
教

育
進
学
者
へ
の
奨
学
金
制

度
に
つ
い
て
、
そ
の
発
足

か
ら
か
な
り
経
過
し
て
い

る
が
、
今
後
の
改
定
な
ど

方
策
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）　

昭
和
46

年
か
ら
制
度
は
始
ま
っ
て

お
り
、
段
階
的
に
対
象
者

や
貸
付
金
額
を
広
げ
て
き

て
い
る
。
現
行
制
度
は
平

成
28
年
度
に
改
定
し
、
高

校
は
月
額
２
万
円
以
内
、

大
学
が
月
額
５
万
円
以
内

の
貸
付
金
額
で
、
無
利
子

で
卒
業
の
１
年
後
か
ら
貸

付
を
受
け
た
期
間
の
３
倍

の
期
間
内
に
返
還
す
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
現
行

制
度
は
平
成
28
年
度
以
降

で
、
年
間
平
均
18
件
貸
付

金
額
８
４
０
万
円
で
推
移

し
て
い
る
。
奨
学
金
返
済

へ
の
ふ
る
さ
と
学
費
応
援

補
助
金
は
、
平
成
28
年
か

問

答

北沢新町政の子育て支援策は

子育て支援の上で前向きに検討したい

ら
開
始
し
、
令
和
４
年
度

で
63
件
２
１
６
万
６
千
円

の
補
助
金
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）　

保
育
園
保
護
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
考
え

ら
れ
る
方
策
は
あ
る
の
か
。

（
こ
ど
も
課
長
）　

給
食
費

の
軽
減
、
オ
ム
ツ
の
処
理

な
ど
具
体
的
な
方
策
を
今

後
検
討
し
て
い
る
。

（
問
）　

子
ど
も
医
療
費
の
、

レ
セ
プ
ト
代
３
０
０
円
負

担
を
な
く
す
方
向
性
は
お

持
ち
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）　

限
ら

れ
る
財
源
を
各
政
策
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
進
め
る

必
要
が
あ
り
、
自
己
負
担

な
し
の
全
額
自
治
体
負
担

を
し
て
い
る
動
向
も
鑑
み

松
川
町
で
も
検
討
す
る
。

　北沢町政が誕生し、その施策の柱の1つに「子育て支援策」を挙げて
いるが、どのような具体策を考えているかを問う。昨年の我が国の合計
特殊出生率が₁．2₆との報道に大きな衝撃を受けた。国を挙げて少子化対
策が急がれている。そのなかで当町の施策を考えたい。

北小学校入学式！19人の新入生を迎える‼
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（
問
）　

過
去
4
年
間
の
混

迷
で
職
場
は
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
た
と
感
じ
る
。

そ
の
認
識
と
改
善
方
針
は
。

（
町
長
）　

専
門
人
材
の
不

足
、
責
任
の
所
在
が
不
明

確
な
ど
職
場
の
問
題
は
山

積
だ
。
研
修
や
人
事
交
流

を
進
め
改
善
し
た
い
。

（
問
）　

肝
心
な
の
は
職
員

の
仕
事
に
対
す
る
意
欲
を

引
き
出
す
こ
と
で
は
。
入

念
に
面
談
を
行
い
、
職
員

個
々
の
人
生
設
計
や
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ラ
ス
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
る
が
。

（
町
長
）　

そ
の
手
法
は
実

効
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

検
討
し
善
処
し
た
い
。

（
問
）　

移
住
定
住
政
策
の

課
題
と
改
善
方
針
は
。

（
町
長
）　

過
去
に
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
を
講
じ
た
よ
う

加賀田亮 議員

Ｐ
Ｒ
不
足
で
浸
透
し
て
い

な
い
。
経
済
支
援
は
積
極

的
に
進
め
た
い
。

（
問
）　

特
色
あ
る
教
育
は

移
住
定
住
促
進
に
も
寄
与

す
る
。
公
立
保
育
園
で
ネ

イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
英
語
保

育
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、

移
住
者
が
大
き
く
増
加
し

た
自
治
体
も
あ
る
。
移
住

促
進
と
子
育
て
支
援
を

セ
ッ
ト
で
取
り
組
む
「
教

育
移
住
」
は
効
果
が
十
分

期
待
で
き
る
の
で
は
。

（
町
長
）　

興
味
深
い
提
案

で
あ
り
、
ぜ
ひ
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

（
問
）　

前
町
長
の
元
気
セ

ン
タ
ー
事
業
方
針
に
つ
い

て
変
更
は
あ
る
か
。

（
町
長
）　

当
初
計
画
か
ら

の
変
化
に
疑
問
を
感
じ
る
。

空
き
店
舗
を
再
利
用
す
る

予
定
を
変
え
て
解
体
。
場

所
の
制
限
が
な
く
な
れ
ば

再
検
討
す
べ
き
。
有
利
な

財
源
も
な
い
ま
ま
膨
ら
み

続
け
る
事
業
費
も
問
題
だ
。

子
育
て
支
援
機
能
を
持
た

せ
れ
ば
新
た
な
財
源
が
模

索
で
き
る
。
7
月
中
に
町

の
方
針
を
提
示
す
る
。
9

月
ま
で
に
結
論
を
出
せ
る

よ
う
関
係
各
署
と
協
議
を

重
ね
た
い
。

問

答

重要政策の具体的な推進手法を問う

実践的な提言を前向きに検討したい

だ
が
、
期
待
し
た
成
果
が

上
が
っ
て
い
な
い
。
東
京

大
阪
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や

体
験
住
宅
の
充
実
、
企
業

誘
致
に
よ
る
就
業
確
保
な

ど
を
よ
り
一
層
進
め
た
い
。

（
問
）　

移
住
者
に
と
っ
て

住
居
の
確
保
は
重
要
だ
。

町
内
の
空
き
家
を
土
地
開

発
公
社
で
買
い
取
り
、
移

住
者
に
提
供
し
て
は
ど
う

か
。
一
定
期
間
貸
与
し
た

後
、
無
償
譲
渡
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
確
保
と
い

う
手
法
は
、
実
効
性
に
疑

問
が
あ
る
。
個
人
で
独
立

起
業
・
開
業
を
志
す
移
住

者
を
集
中
的
に
募
っ
て
は
。

（
町
長
）　

現
状
で
も
起
業

支
援
の
仕
組
み
は
あ
る
が
、

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
た
い
。

（
問
）　

子
育
て
支
援
政
策

の
課
題
は
。
ど
う
改
善
す

る
の
か
。

（
町
長
）　

当
町
の
支
援
が

　この4年間に町政は混迷し多くの弊害が残った。重要政策は迷走し職
場の士気も低下したと感じる。職場改善・移住定住促進・子育て支援に
ついて新町長に課題と改善策を質した。こちらの提案に対し町長は真摯
に受け止め善処する姿勢を示した。より良い町のために行政と議会の関
係はこうありたいものだ。元気センターについて質すと、過去の暴走に
疑問を持ち、大きな方針転換を検討しているように感じた。今後の英断
を期待したい。

英語保育で「教育移住」に取り組み
効果をあげる自治体が増えている
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私
が
愛
知
県
か
ら
松
川
町
に
越

し
て
来
て
、
早
い
も
の
で
12
年
ほ

ど
経
ち
ま
し
た
。「
松
川
町
を
選

ん
だ
理
由
は
?
」
と
よ
く
聞
か
れ

る
の
で
す
が
、
長
野
県
で
働
か
せ

て
い
た
だ
け
る
農
家
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
中
川
村
の
あ
る
農
家

で
働
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

住
居
を
中
川
村
周
辺
で
ど
こ
か
な

い
か
と
、
不
動
産
屋
で
探
し
て
も

ら
っ
て
、
い
く
つ
か
見
せ
て
も

ら
っ
た
な
か
に
松
川
町
が
あ
り
、

そ
の
物
件
が
気
に
入
っ
た
の
で
そ

こ
に
決
め
た
。
と
こ
ん
な
感
じ
で

松
川
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
理
由
で
は
無

い
の
で
、
い
つ
も
申
し
訳
な
い
感

じ
で
答
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
初
め
に
少
し
触
れ
ま
し

た
が
、
私
は
農
業
が
し
た
く
て
長

　北沢新町政がスタートして3カ
月を迎えようとしている。新町長
には“善い政治”を大いに期待する
ところである。地方自治体の「善
政の競争」が地方を発展させ、日
本を変えることができるとある大
学教授は言う。「あれも」「これも」
実現できた時代から「あれか」「こ
れか」を選択しなければならない
時代になっているという。町民の
選択が“善い政治”につながるよ
う、ひとり一人の声を町政に届け
て参りたい。	 （塩沢貴浩）

有
機
の
野
菜
で
子
ど
も
も
元
気
に

（
生
田
部
奈
）
矢
野

　悟

機
農
法
の
農
家
で
働
き
、
そ
の
後

に
松
川
町
で
独
立
す
る
の
で
す
が
、

こ
の
2
年
間
松
川
町
に
住
ん
で
い

て
、
夜
間
ソ
フ
ト
に
誘
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
消
防
団
に
入
団
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
松
川
町

の
人
の
良
さ
や
気
さ
く
さ
な
ど
を

感
じ
て
、「
い
い
町
な
ん
だ
な
ぁ
」

と
思
っ
て
、「
こ
の
町
に
永
住
し

て
も
良
い
か
も
」
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
松
川
町
で
の
独
立
を
決
め

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
農
業
関
係
の
繋
が
り

も
欲
し
か
っ
た
の
で
、
役
場
で
相

談
し
た
ら
、「
若
手
農
家
の
集
ま

り
で
、『
若
武
者
』っ
て
い
う
の
が

あ
る
か
ら
そ
こ
に
入
っ
て
み
て

は
?
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

私
が
入
っ
た
当
時
は
、
果
樹
農
家

ば
か
り
で
野
菜
農
家
は
私
含
め
4

人
。
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ャ
ン
ル

が
違
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
不

安
に
な
り
ま
し
た
が
、
別
の
ジ
ャ

ン
ル
の
こ
と
を
学
べ
た
り
、
販
売

体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た

り
と
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
若
い
世
代
の
農
家
の
人
と

交
流
で
き
て
、
入
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
結
婚
し
て
子
ど

も
も
産
ま
れ
て
、
農
業
の
方
も
、

「
ゆ
う
き
給
食
と
ど
け
隊
」
に
入

れ
て
も
ら
っ
て
、
小
中
学
校
の
給

食
へ
野
菜
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
農
作
物
の
育
成
な
ど
を
勉
強

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
美
味

し
い
野
菜
作
り
の
ス
キ
ル
を
磨
か

せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
松
川
町
の
地
で

野
菜
作
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野
県
に
来
て
、

最
初
に
中
川
村

で
2
年
間
、
有

松川中学校　パソコン園芸部

　タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング
牧師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運
動に大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　３学年合わせて24名で活動しています。園
芸ではサツマイモを育てつつ、パソコン室では
操作技術の習得を目指してタイピング練習やプ
ログラミング、プレゼン作りを行っています。
サツマイモの生長を楽しみにしつつ、毎日コツ
コツとパソコンに向き合うことで、タイピング
が少しずつ速くなることが実感できる部活で
す。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち
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